
企業におけるコスト削減努力
(実施・継続中及び、検討・準備中の事案を含む)

•開発費用（薬事・臨床）の削減

新製品パイプ イ 見直し 上市予定IV
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•緊急出荷対応などの停止

•新製品パイプライン見直し、上市予定の
延期、開発中止の検討(コストのかかる新
医療機器から削減)
•日本ニーズに基づく製品開発の中止

•採算の苦しい事業分野・製品の縮小・撤
退

医療機
器提供
への
影響 III

IV

緊急出荷対応などの停止
•名寄せ一括配送
•代理店政策のさらなる見直し
•預託在庫数量の削減
•端サイズの預託在庫削減
•不採算サイズの受注生産化
学術活動費の大幅圧縮

•不採算サイズの廃止 など影響

個々の

III

•学術活動費の大幅圧縮

•医師へのトレーニングセンターの縮小・
廃止 など

•国内生産を海外移転

個々の
製品へ
の影響

I II

•組織統合による人員削減・合理化
•採用削減、延期、停止
•教育研修費の削減
•営業所閉鎖 SOHOへ移行 事務所家賃の見直し

•原材料・包装材料の統廃合・調達先の
見直し
•工程改善(製造ラインの自動化等) など

•営業所閉鎖、SOHOへ移行、事務所家賃の見直し

•経費精算や受注業務の外注化、ペーパーレス受注シ
ステムの導入
•購買費用の圧縮(価格交渉)
•事務用品の一括購入、白黒・両面コピーのみ
•倉庫・物流の外注、出荷の自動化、在庫削減

企業外
への

影響は
限定的 •代理店政策の見直し

•参加学会の大幅削減
•旅費交通費、通信費の削減
•海外への販売拡大 など

為替の激変緩和が無い場通常のコスト削減努力でカバーしてい

限定的

今回の為替激変に対応すべ

出典： AMDD（米国医療機器・IVD工業会）調べ
医器工医療保険委員会調べ

為替の激変緩和が無い場
合にかなりの数の企業が
大きく踏込む必要が出てく
る領域

通常のコスト削減努力でカバーしてい
る領域（殆どの企業・他の業界も実施し
ているもの）

今回の為替激変に対応すべ
く対応を開始している企業が
あるもの
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医療機器の国内でのコスト構造

コスト割合 % コスト割合 %

・ 輸入原価に相当する部分は、医療機器の種類に応じてばらつきはあるものの概ね4割かそれ以下

コスト割合 %

(PTCA、ベアメタルステント、

ペースメーカー)

コスト割合 %

(人工股関節、人工膝関節)

国外国外で
発生す
るコスト

国外で
発生す
るコスト

国内で国内で
発生す
るコスト

国内で
発生す
るコスト

出典： 三菱総研によるコスト構造調査(2009年)
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医療機器製造販売業の医療機器製造販売業の
純利益率及び営業利益率純利益率及び営業利益率

営業利益率 当期純利益率期純

2006年度 5.9% 3.5%

200 年度 5 7% 3 5%2007年度 5.7% 3.5%

2008年度 5.6% 2.2%

出典：医薬品・医療機器産業実態統計（2006年度～2008年度、厚生労働省）出典 医薬品 医療機器産業実態統計（ 年度 年度、厚 労働省）

医療機器製造販売業損益計算書より、単体ベース（非連結）の全企業の合計
を転記したもの。なお、2009年以降の統計はない。
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